
か

の
や
う

に
思

つ
て
萬

事

に
盡

力

さ
れ
た

ゝ
め
、
此
會

を
滞

り
な

く
開
く

こ
と
が
出
來
た

、
吾

々
は
爰

に
謹
し
ん
で
諸

君
に
感
謝
す

る
。

▼
會
場

に
就

て
は
、

五
月
頃

よ
り

種

々
交
捗

し
て

は

あ

つ
た
が
、
確

定
し

た

の
は
開
會

の
前
日
で

あ

る
。
此
件

に
就

て
は

、
奈

良
振

美
會

の
主

任
た

る
島

津
康
雄

氏
の
勞

を
謝

せ
ざ

る
を
得

ぬ
、
猶
ほ
奈
良
縣

師
範
學

校
長
龜

井

氏
は
、
吾

々
の
事

業

に
同
情

厚
く
、
曾

て

一
面
識

も
な

い
吾

々
に
對

し

て

『
自
分

の
學
校

と
思

つ
て
自
由

に
使

用

せ
よ
』

と
さ

へ
言

は
れ
た
、
同

校
圖
畫

科

の
久

保
田
氏
、
美

術
院

の
新

納
氏
、
在

滋

賀
縣

中
村
氏
大
阪

女

子
師
範

學
校
長

大
村
氏
等

の
此
會

に
對

す

る
親

切
同
情

も
謹
ん
で
爰

に
謝

す
。

▼
寄
宿
旅

舎

の
待
遇

は
、
昨

年

の
大
阪

や
澁

の
比
で
は
な

い
、
孰

れ
も
親

切
を
盡

し
て
く

れ
た

、
特

に

三
山

亭

の
如
き
は

、
食
事

其
他
に
も
注
意

し

て
、
會

員

を

一
家

族

の
如
く

に
思

ひ
、
利

益
を
離

れ
て
遇
し
て
く

れ
た

、

隨
て
會
員

は
銘

々
何
等

の
不
足

を
言

ふ

も
の
な
く

、
極

め
て
滿

足
し

て
居

た

や
う

で
あ

る
。

▼
三
山
亭

に
於

け
る
會
員

は
、
日
野

、
竹
下
諸

氏

が
主

と
し
て
親
和
を

圖

り

、
對

山
樓

に
て
は
富

田
、
西
松
兩

氏
、

升
屋

に
て
は
西

、
飯
田

諸

君
が

盡
力
さ
れ
て

、
極

て
隔

意
な
く
終
り
迄

圓
滿

に
暮

し
た
、
そ
し
て

會
員

中

、

酒
氣

を
帯

び

て
ゐ
た

る
も
の
は

一
人

も
な

く
、
ま
た
夜
分
遲

く
迄
外
出

し

て
居

る
や
う
な

も
の
は

一
人

も
な

か

つ
た

と

の
事
で

あ

る
。

▲
會
員
中

、
後

藤
百
次
氏
は

神
經

病
の
た
め
、
菅
井

君
は
膓

カ

ル
タ

の
爲

め
、
西
君
は
脚
氣

の
た
め

に
中
途

よ
り
歸

郷
さ
れ
た

の
は

御
氣

の
毒
で

あ

つ
た
。
　
　
　
　
　
　
　

-

▼
以
上
は
第
三
回
講
習
會
の
概
況
て
あ
る
。
開
催
地
た
る
奈
良
市
有
志
の

同
情
、會
員

の
眞
面
目
に
し
て
且
熱
心
な
る
勉
強
、委
員
諸
氏
の
献
身
的
努

力
、夫
等
が
此
會
を
し
て
滿
足
な
る
結
果
を
得

せ
し
め
た
理
由
で
あ
る
、吾

々
は
重
て
茲

に
深
厚
な
る
謝
意
を
こ
れ
等

の
諸
君
に
致
す
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
三
亭
笑
語

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

蝸

　

　
牛

　

　
生

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

■
奈

良
の
地
暑
熱

甚

し
。
寄
宿

舎

に
歸

る

や
、
一

同
熱

い
熱
い

を
叫

ぶ
。

某

君

一
策
を

按

じ
て
直

に
罰

金
帳
を

作
り
、

一
度

云
う
毎

に

一
錢
の
罰
金

を
課

す

、
茲

に
於

て
、
暖

い
、
涼

し
く
な

い
等

の
語
流
行
頻
り
な

り
。

■
關
東

の
某
君
、

誰

は
罰

金
點

が
増
し
た

か
ら
振

つ
て
る
。

あ
の

ス
タ
イ

ル
は
振

つ
て
る
、
と
振

つ
て
る
を
振

廻
す
事
夥

し
。
罰
金
會

の
夜

、
お
松

さ
ん
銀
世
界

と
カ

ス
テ
イ
ラ

を
持

來
る

や
、
忽

振

つ
て

る
の
大
安

費
を
始

む
。

お
松

さ
ん
何

と
思

ひ
て
か

、
『
ち

つ
と

も
ふ
る
て

や
し

ま

へ
ん
わ
』

■
某

君
常

に
う

ろ

つ
き
廻

つ
て

到
る
處

に
冷
評
酷

罵
す
。
依

而
罵

倒
博

士

の
尊
號

を
授
け

ら
る
。
大
下

先
生

又
皮
肉

を
以
て
名
あ

り
。

一
日

竹
下
君

畫
か
修

正

せ

る
を
折

柄
通

り
し

先
生
評
し

て
曰
く

、
其
雲

は
倒

に
す

る

と

非
常

に
良
い
山

に
見

え
ま
す
よ

、
空

に
深
味

が
な

い
か
ら
雲

よ
り
空

の
方

か
手
前

に
あ
る
樣

に
見
え
ま

す
。
罵
倒
博

士

や
を
ら
來

つ
て
何

か
言

ひ
た

相

な
り
。
先
生
笑

つ
て
曰
く

、
罵
倒

比

べ
を
し

や
う
ぢ

や
な

い
か
、
博

士

曰
く

、
繪

の
脇

に
説

明
を
付
け

た
ら
ど
う
で
す

。
先
生
答

へ
て
曰
く
。
雲

の
奥

に
空

あ

り
と
で

も
し

て
置
く

か
ね

。



　
■
罰

金
茶
話
會
を

開
く

に
當
り

、
徴
収

額

を
檢

す

る
に
某
は

一
點
某

は

二

　
點

某
は
十

三
點

平
均
す

れ
ば

一
人

四
錢
餘

、
依
て
、
貧
乏
く
じ

を
引

き

て
補

　
缺

し
た

る
結

果
、
某

は
僅

に

一
錢
某
は
十

九
錢
五

厘
を
出
す

と
云

ふ
不
平

　

均
を
來

し
ぬ
。
菓

子
出

る
に
及

ん
で
高
點

者

は
先

取
を
主

張
し

、

一
錢
君

　

は
社

會
主

義
を
振
廻
し

て
天
下

平
等

を
主

張
す
。

や
が

て
會
始

ま

る

や
、

　

一
人

が

も
う
熱

い
を
言

つ
て
も

よ

い
と
言

へ
ば

一
同

忽
現
金
主

義

を
奉

じ

　

て
口

々
に
熱
い
熱
い

を
連
發

す

。

　
■

横
濱

の
某
性
頗

る
快
活
、
聲
甚

だ
甲
高

、

一
笑
す

れ
ば

よ
く

一
町
四
面

　

に
轟
き
渡

る
、
送
別
會

の
席

上
、
滑
稽

動
物
園

に
獅
子
を
見

ん
事
を
望

む

　

園
主

先

づ
説

明
し

て
曰
く
、
え

ゝ
此
獅
子

は
丈
が
高

く

て
聲

も
高

い
。
さ

　

あ
御
覽

な

さ

い
と
。
某

君
覗

い
て
見
る

や
、
苦
笑

一
番

、
ウ
ワ
ツ
ハ
ー

と

　

吼
ゆ

。

一
座

の
百
獣

悉
く
之

に
和
し

て
ウ
ワ

ハ

ハ
ハ
…
…

。

　
■

短
し

と
雖

も

二
週

日
、
朝
は

五
時
前

に
起

き
、
多
く
は
食
前

に

一
枚

の

　

ス
ケ

ッ
チ
を
得
、
朝

の
講
話

す
め
ば
直

に
三
脚

を
擔

い
で
出
で

、
頭

上
に

　

太
陽

の
耀

々
た

る
を
忘

れ
て
無

心
に
筆
を
運

ぶ
。
午
後

は
多
く

二
時

の
聲

　

に
飛

出
し
、
蝉

の
聲
滋

々
た
る
炎

熱

の
場

裡
に
、
入
は

正
に
午

睡

の
夢

ま

　

ど
か
な

る
べ
き

を
吾

一
團
は
巳

に
塵
寰

を
脱
し

て
直

に
自
然
と
同
化
す
、

　

其
勇
氣

や
忍
耐

や
、
否
其

熱
誠

や
、
、恐

ら
く
は

他

に
又
之
を
見

る
事
能
は

　

じ
。

　

■

一
夜
丸

山
先
生

、
巴
里

に
於

て
自

ら
演
ぜ
し
滑
稽
談

を
話

さ
る
。
珍
妙

　

洒
脱
、
談

興

に
入

つ
て
は

先
生

自

ら
體

を
前
後

に
揺
す

つ
て
大

に
談

じ
大

　
に
笑

ふ
。
聞

く
者
吾

を
忘
れ

て
、

和
氣
白
ら

一
場

に
滿

つ
る
を
覺

ゆ
。
惜

　

し

や
吾
に
、
之
を
筆
し
て
讀

者

に
興
を
頒

つ
の
才

な
し
。

■

二
十

四
貫
君
常
に
奈

良
の
方

言
を
用

ゐ
て
女
中

を
笑

は
す
事

一
再
な

ら

ず
。
食
時

に
至
り

て
女

中
故
ら

に
他

の
方

よ
り
飯

を
盛
り
始
む

。

二
十

四

貫

君
も
ど
か
し
く
て
堪

ら
ず

、
茶
碗

を
た

ゝ
い
て
曰
く
、
『
は
よ
う
飯

を
呉

れ

へ
ん
か
』

　
　
　
　
日
本
水
彩
畫
會
新
會
友

山
口
縣
山
ロ
町
大
市
、
八
井
秀
太
郎
方
　
　
中
土
居
　
權
太
郎

鳥
取
縣
西
伯
郡
五
千
石
村
諏
訪
村
　
　
　
　
佃
　
　

永
　

吉

大
阪
市
東
區
東
高
津
南
ノ
町

一
二八
ノ
六
武
田
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊

藤

廣

泊

京
都
市
四
條
通
富
小
路
角
、
明
治
生
命
保
險
株
式
會
社
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西

田

定

次

郎

神
奈
川
縣
都
筑
郡
中
川
村
茅
ケ
崎
　
　
　
　
岸
　
　
　
頼　
　正

和
歌
山
縣
有
田
郡
廣
村
狛
忠
雄
方
　
　
　
　
長

谷

川

年

行

◎
寫
眞
、
殆

ど
中
央
、
手
を
組
ん
で
ゐ
る
洋
服
姿
は
丸
山
講
師
、少

し
左

の
洋
服
は
松
原
講
師
、
羽
織
袴
の
方
は
新
納
先
生
、
ズ
ツ

ト
前
方
石
階
に

腰
か
け
て
ゐ
る
洋
装
は
大
下
講
師
。


